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新 妻 和 敏 。大 谷 裕 行
t・
鵜 浦 成 子

**

(福島県農業試験場冷害試験地・
ネ
福島県農業試験場会津支場・ ■郡山地域農業改良普及センター)

Cultivation lvlethod of Rice Variety .`ヽ スaihime'' in Coolヽ lountain Sito of Fukushima PreFecture

3 Effect of fertilizor application on bro、 ving suitability of rice variety “卜Лaihime"

Kazutoshi NHTtlMA, Hiroyuki OHYA* and SeikO UNOURA**

(呪榊鞣itti囃辟聾驚I盤椰
前
)

1 は じ め に

福島県では「まいひめJが阿武隈・会津山間地域を中心
に約1600ha作付けされており,約 1000tが酒造用掛け米と

して出荷されている (1998年 )。 酒造用掛け米としての栽

培では,収量を低下させず,かつ,加工に適 した玄米の生

産が必要とされる。「まいひめ」は,lt取 りの事例が報告

されるなど多収の品種であるため,品質を考慮せずに多肥

栽培されることが少なくない。そこで,「 まいひめJを酒
造用掛け米として栽培する場合の施肥法について検討した。

2試 験 方 法

(D 試験年次 1995年～1997年

9)試験場所 福島県農業試験場冷害試験地内ほ場 (標
高526■ )

13)播種時期 4月 14日 (1995年),4月 15日 (1996年 ,

1997年 )

に)移植時期 5月 18日 (1995年),5月 22日 (1996年 ,

1997年 )

6)施肥量 Nは表 1を参照 P,06-K20 12-11
(kg/a)

6)加工特性分析 表 1の M5, 6, 7(1995年 ),Nα
2,4,5,6,7,8(1996年 ,1997年 )の玄米のサン
プルをバイテクプラザ会津若松技術支援センターで分析

表 1 区の構成 (Nの施肥量 眩/a)

試験  基肥  幼形期   減分期  カリウム
No 追 肥   追 肥  追  肥
1   06    -
2      06        02

3     06      02
4     06      02
5   08     -
6   08    02
7     08      02
8       0 8         0 2

02

02

04

04
注 幼形期追肥 7月 14日 (1995年),

7月 10日 (1996,1997年 )

減分期追肥 7月 24日 (1995年 ),
7月 19日 (1996,1997年 )

カリウム追1巴 6月 26日 (1996,1997年 )

3 試験結果及び考察

(1)施肥法が「まいひめJの生育に及ぼす影響

「まいひめJの生育と収量を表 2に示した。出穂期は各

試験区とも同じであった。一方,成熟期は,基肥量06聰

(a当 り,以下同様)区では,幼穂形成期追肥で 1日 ,幼

穂形成期+減数分裂期追肥で 4日遅れ,基肥量081g区で

は,幼穂形成期追肥で 1日 ,幼穂形成期十減数分裂期追肥

で7日遅れた。

次に,収量は,基肥量0 8kg区が0 6kg区 に比較 して高 く

なっていた。これは,ピ当たり穂数,一穂籾数の増加によ

表2 「まいひめ」の生育と収量 (1995～ 1997年の平均値)

出穂期  成熟期  梓長   穂数   ―穂  
“

当たり  登熟  千粒重   収量
施肥法D 籾数 籾数 歩合

(月 日) (月 日) (col) (本 /ピ) (粒 )  (100粒 ) (%)  (g)  (kg/a)
6-0-0       805      920     71 4       418       797       333       903     22 1        673
6-2-0
6-2-2
8-0-0
8-2-0

805      921     74 5       465

805      924     763       485
805      920     74 6       463
805      921     758       500

80 1 371       890     21 8

829       385
888      431

867     21 8
82 6      22 0

736
803
71 2

862       431 859     21 6        786

8-2-2       805      927     783       501       868       435       844     22 1

注 1):施肥法は基肥―幼穂形成期―減数分裂期の施肥窒素量 (kg/10a)
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るものと考えられた。

追肥が収量構成要素に及ぼす影響を見ると,基肥量06
kg区では,追肥回数の増加により,穂数,一穂籾数が増加

した。しかし,基肥量0 8kg区 では,幼穂形成期追肥で穂

数, ‐穂籾数の増加が認められたものの,減数分裂期追肥
の籾数確保に及ぼす影響はイヽさかった。また,登熟歩合は

籾数が増加すると低下する傾向にあったが,千粒重には大

きな差は見られなかった。この結果,総施肥窒素量が a当

たりl kg以上になると,収量は約80kgで停滞した。玄米品

質には,大きな差は見られなかった。

これらのことから,会津山間地域においては,生育,収

量の点から,総施肥窒素量を a当たりlkgと なるように施

肥を行うのが適することが示された。

2)施肥法が酒造加工特性に及ぼす影響
施肥法と加工特性の関係を表 3に示した。各年次とも.

自米中の直糖は適正な値であったが,フ ォルモール態窒素,

カリウムは適正範囲を下回った。そこで,自米中のカリウ

ム含有量の増加を目的として,出穂40日前にカリウム追肥

(0 4kg/a)を行った (1996年 ,1997年)。 しかし,追肥に

よつて,カ リウム含有量を,適正範囲まで上昇させること

はできなかった。次に,粗蛋自質含有率は,1995年には追

肥を行った区において適正範囲を上回った。これは,6～
7月 の日照時間が短かったためと考えられた。 1996年 ,

1997年は適正な範囲内であった。また,加工特性の中で重

要な粗蛋自質含有率は,施肥窒素量の増加とともに上昇す

る傾向が見られ,施肥窒素量当たりの精玄米重の値が小さ

いほど,自米中の粗蛋自質含有率が高まる傾向が認められ

た (図 1)。 この結果から,増収に結びつかない過剰な窒

表3 白米の成分及び消化性

素施肥は,自米中の粗蛋自質含有率を高め,酒造用掛け米

に適さないことが示された。
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試験       真精米  吸 水 性   吸 水の 蒸 米D 直糖幼 フォルモール2)  粗2) ヵり2)
年度  施肥法1)歩 合  20分   120分   率 比  吸水率  (%)   態窒素    蛋自  ウム

(%)  (%)  (%)        (%)         (ml)    (%) (ppm)
7    8-0-0     793     303     329      1 09 32 1      94 58      470

50           70           90          110
施肥窒素当たりの精玄米重 (kg)

図 1 施肥窒素当たりの精玄米重と粗蛋自質含有率の関係
○ :7年度 △ 18年度 ◇ :9年度

4 ま  と  め

酒造用掛け米としての「まいひめJの栽培方法を検討し

た結果,生育,収量,加工特性の点から総施肥窒素量を a

当たりl kgと なる施肥体系が適することが示された。本試

験は高冷地の中でも収量レベルの高い猪苗代町で行われた。

今後は,阿武隈山間地域等の異なった気象条件下での施肥

法を検討する必要がある。
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50      341

5 4       410
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49      868
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注 1)i施肥法は基肥―幼穂形成期―減数分裂期の施肥窒素量 (kg/10a)
6-2-K,8-2-Kは カリウム追肥区
2):酒造掛け米の適正範囲 :吸水率比‐120～ 130,蒸米吸水率=40%前後,直糖=7%以 上 (高 い方が良い),
フォルモール態窒素=18～ 21,fII蛋白質含有率=5～ 6%以 下 (低い方が良い), カリウム=400～ 600ppm
3):この結果はハイテクプラザ会津若松技術支援センターの分析による。
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